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株式会社 北海道総合
技術研究所
中央区北10西24

　
Ｉ
Ｔ
技
術
者
が
社
員
の
大
半
を

占
め
る
北
海
道
総
合
技
術
研
究
所

で
は
、
社
外
に
目
を
向
け
る
機
会

を
創
出
し
よ
う
と
い
う
代
表
の
意

向
で
、
平
成
17
年
よ
り
、
社
内
整

備
・
活
性
化
五
カ
年
計
画
を
開
始
。

社
員
が
「
社
内
教
育
」
「
Ｐ
Ｒ
」

社外の任意団体が開催している石狩
浜のごみ拾い活動にも参加

これからもっと参加人数を増やした
いという会社周辺のごみ拾い

システム開発

社外に目を向ける機会としてスタート
清掃活動に励むボランティアチーム

「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
「
防
災
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
５
つ

の
チ
ー
ム
の
い
ず
れ
か
に
属
し
、

成
果
を
上
げ
る
と
い
う
取
組
で
す
。

　
７
名
が
在
籍
す
る
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
で
は
、
リ
ン
グ
プ
ル
や

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
、
清
掃
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
清
掃
活
動

時
は
ほ
か
の
社
員
に
も
メ
ー
ル
な

ど
で
声
を
か
け
参
加
を
募
り
ま
す

が
、
今
一
番
の
悩
み
は
参
加
メ
ン

バ
ー
が
毎
回
固
定
化
し
つ
つ
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
現
在
、
社
員
全
員
参
加
を
目
指

し
、
過
去
の
活
動
内
容
を
発
表
す

る
な
ど
、
様
々
な
仕
掛
け
を
試
行

中
。
ま
た
、
ほ
か
の
活
動
に
も
挑

戦
し
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

■社員参加その他

大
藤
ア
ナ
と
丹
羽
ア
ナ

に
よ
る
読
み
聞
か
せ

株式会社 テレビ北海道

テレビ局

中央区大通東６

技
術
に
裏
付
け
さ
れ
た
表
現
力

T
V
h
ア
ナ
「
読
み
聞
か
せ
隊
」

　
開
局
20
周
年
を
契
機
に
、
希
望
す
る
保
育
園

や
幼
稚
園
、
学
校
を
対
象
に
し
た
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し

た
。
最
初
は
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
相
乗

り
し
、
経
験
を
積
ん
だ
後
に
単
独
活
動
を
開
始
。

プ
ロ
な
ら
で
は
の
表
現
力
が
評
判
を
呼
び
、
口

コ
ミ
で
依
頼
が
く
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

■人材活用子育て

園
児
の
訪
問
は
施
設
に

も
喜
ば
れ
て
い
る

幼稚園

中央区南７西25

地
域
交
流
活
動
の
一
環
と
し
て

園
児
が
福
祉
施
設
を
訪
問

　
地
域
と
の
交
流
を
大
切
に
考
え
る
つ
ぼ
み
幼

稚
園
で
は
、
敬
老
の
日
や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の

行
事
に
合
わ
せ
て
年
４
回
、
園
児
が
介
護
老
人

福
祉
施
設
を
訪
問
。
踊
り
や
歌
、
折
り
紙
な
ど

を
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

訪
問
は
、
あ
ら
か
じ
め
施
設
の
年
間
計
画
に
加

え
ら
れ
る
ほ
ど
、
入
所
者
た
ち
に
好
評
で
す
。

■その他福祉

学校法人 資生学園
つぼみ幼稚園

保
育
士
の
下
、
い
ろ
い

ろ
な
遊
び
を
体
験

保育園

白石区菊水元町

開
か
れ
た
保
育
園
を
目
指
し
て

人
材
と
教
材
を
地
域
に
開
放

　
地
域
に
開
か
れ
た
保
育
園
を
目
指
し
、
月

１
回
、
保
育
園
に
通
っ
て
い
な
い
未
就
学
児

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
園
を
開
放
。
在
園
児

と
一
緒
に
保
育
す
る
「
子
育
て
サ
ロ
ン
　
も
と
ま

ち
っ
子
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
要
望
に
応
え
、

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
に
関
す
る
相
談
も
受
付
。

常
連
の
参
加
者
も
多
く
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

■機会創出　■技術提供子育て

社会福祉法人 藤美福祉会
菊水元町保育園
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相互に連携する
事例紹介

ＮＰＯや志を同じくする他企業と

連携して行う社会貢献活動。

人材や資金、発想など、

足りない資源を

補完し合あうことができる

メリットがあります。

Ⅲ
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相
互
に
連
携
す
る

基
金
へ
の
寄
付
に
と
ど
ま
ら
ず

講
座
な
ど
で
生
徒
と
直
接
交
流

互
い
に
実
り
あ
る
コ
ラ
ボ
に

そ
し
て
新
た
な
挑
戦
へ

　
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
平

成
21
年
、
創
業
10
周
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
た
の
を
機
に
、
社
会
へ
の
恩
返
し

の
気
持
ち
か
ら
「
さ
ぽ
ー
と
ほ
っ
と
基

金
」
に
指
定
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。
指

定
先
は
札
幌
市
を
介
し
て
出
合
っ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
札
幌
自
由

が
丘
学
園
で
す
。
金
銭
的
な
寄
付
だ
け

で
な
く
、
本
業
の
技
術
や
人
材
、
早
く

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
花
育
活
動
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
講
座
や
作
品
展
な
ど
、
同
学

園
の
企
画
に
全
面
的
に
協
力
。
基
金
の

活
用
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
花

育
事
業
へ
と
結
び
つ
き
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
の
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
は
こ
れ
ま
で
に

４
回
実
施
。
「
花
と
ふ
れ
あ
い
、
自
由

に
楽
し
み
、
そ
の
力
を
吸
収
し
て
ほ
し

い
」
と
の
思
い
で
指
導
に
あ
た
り
、
生

徒
た
ち
は
地
下
街
で
自
分
の
作
品
を
発

表
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
楽
し
く
、
そ

し
て
真
剣
に
花
と
向
き
合
い
ま
し
た
。

　
「
も
と
も
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
花

育
に
関
す
る
こ
と
を
し
た
か
っ
た
」
と

話
す
櫻
井
清
隆
常
務
取
締
役
は
、
自
身

も
講
師
を
担
当
。
「
花
を
き
っ
か
け
に

何
か
を
つ
か
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
外
に
向
か
っ
て
一
歩

を
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
強
く
思
う
」
と
話
し
ま
す
。

　
生
徒
に
と
っ
て
講
師
と
の
ふ
れ
あ
い

や
多
く
の
人
が
鑑
賞
す
る
作
品
展
は
、

社
会
参
加
の
き
っ
か
け
と
な
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。
社
内
で
は
社
員
教

育
に
も
つ
な
が
り
、
活
動
に
参
加
し
た

い
と
い
う
声
が
多
い
そ
う
で
す
。
思
い

を
も
つ
同
社
と
、
子
ど
も
の
可
能
性
を

引
き
出
す
こ
と
に
力
を
注
ぐ
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
。
両
者
の
出
合
い
の
意
義
は
大

き
か
っ
た
よ
う
で
す
。
「
若
い
人
の
育

成
の
た
め
に
、
広
く
企
業
に
基
金
が
活

用
さ
れ
て
い
け
ば
」
と
櫻
井
常
務
。

　
平
成
22
年
に
は
、
東
出
敏
克
社
長
と

櫻
井
常
務
、
賛
同
企
業
が
集
ま
り
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
花
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
設
立
。
さ
ら
に
活
動
の
幅
を
広

げ
、
そ
し
て
花
の
文
化
を
育
む
た
め
の

新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

さぽーとほっと
基金を
活用する

成功の秘訣

さ
ぽ
ー
と
ほ
っ
と
基
金
を
通
じ
て

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト

花
育
活
動
を
よ
り
深
め
広
げ
る
機
会
に

同社はフラワーショップ
の経営をはじめ、スーパ
ー向け生花の卸売、ブラ
イダル装花など、花ビジ
ネスを広く手がけている

フラワーアレンジメント講座では、新鮮な花を思
い思いにアレンジ。講師を務めているのは櫻井常務
熱心に花と向き合う生徒たち
講座の成果を発表する場となった地下街オーロ

ラタウン・オーロラスクエアでの「花育フラワーア
レンジメント作品展2010」の様子

一般的に学校教育法に拘束されない民間の教育機関のことで、
日本では理由があるなしにかかわらず、小学校・中学校・高校
などに行けない・行かない子どもたち（不登校・引きこもり状
態）が居場所・学びの場として過ごす所と定義している

1

2
3

有限会社 
ブロックコーポレーション
中央区北７西21

生花小売・卸売

■資金提供　■人材活用 教育

　
「
花
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
て
た
い
」
と
、
花
育
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
ブ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル※

と
思
い
を
ひ
と
つ
に
花
育
事
業
を
実
施
。
札
幌
市
の
「
さ
ぽ

ー
と
ほ
っ
と
基
金
」
を
活
用
し
た
企
業
の
新
し
い
社
会
貢
献
の
形
で
す
。

1

2

3

※フリースクール

花  

　
　育
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相
互
に
連
携
す
る

子
育
て
広
場

環
境
活
動

コ
ン
ク
ー
ル
開
催

大同舗道株式会社
中央区北２東17

　
平
成
15
年
度
に
「
グ
リ
ー
ン
ア

ク
シ
ョ
ン
」
宣
言
を
行
い
、
本
社

と
営
業
所
に
お
い
て
環
境
活
動
を

継
続
的
に
実
施
。
内
容
は
植
樹
や

清
掃
、
子
ど
も
向
け
の
環
境
教
育
、

工
事
現
場
周
辺
地
域
の
環
境
マ
ッ

プ
作
成
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

現場周辺での地域貢献活動では、苗
穂児童会館で自然工作教室を開催

同社と町内会で管理するコミュニ
ティガーデンの雑草取りをする社員

道路舗装工事

部門のキーマンや社員がアイデアを出し
他主体との連携も含めた環境活動を実施

　
現
場
事
務
所
で
は
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
を
利
用
す
る
ほ
か
、
消
費

電
力
の
一
部
を
対
象
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
北
海
道
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
か

ら
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
を
購
入
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
作

ら
れ
た
グ
リ
ー
ン
電
力
を
活
用
し

（
平
成
21
年
度
実
績
：
９
千
ｋ
Ｗ

ｈ
）
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
同
社
の
〝
環
境
キ
ー
マ
ン
〞
で

あ
る
高
橋
秀
夫
品
質
環
境
室
室
長

が
考
え
る
の
は
、
「
先
駆
的
で
、

道
内
経
済
が
潤
う
よ
う
な
取
組
」
。

自
ら
環
境
市
民
団
体
に
所
属
し
、

そ
の
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
つ

な
が
り
が
取
組
の
ア
イ
デ
ア
ソ
ー

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■社員参加　■機会創出環境保全

株式会社 ウェザーコック
豊平区月寒西

　
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
開

催
を
き
っ
か
け
に
、
「
企
業
と
し

て
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
考
え
た
と
こ
ろ
か
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
。
平
成
19

年
「
北
海
道
カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
ブ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」

北海道の恵みを感じる新しい製品デ
ザインを募集。36作品が寄せられた

山本真裕代表（右）と山本一枝専務。
産学官連携活動にも取り組んでいる

造形コンサルティング

地域産業活性化にデザインの力を活かす
企業が連携・協力しコンクールを開催

事
務
局
を
設
立
し
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
、
同
社
の
呼
び
か
け
に
賛

同
し
た
市
内
の
デ
ザ
イ
ン
や
Ｉ
T

関
連
、
製
作
、
販
売
の
９
社
で
す
。

　
北
海
道
の
若
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

道
内
定
着
、
良
質
な
デ
ザ
イ
ン
製

品
の
創
出
と
販
売
体
制
の
構
築
を

目
指
し
、
翌
年
第
１
回
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
。
「
森
と
暮
ら

す
」
を
テ
ー
マ
に
製
品
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
し
、
優
秀
賞
選
出
作
品
の

製
品
化
を
実
現
し
ま
し
た
。
　

　
山
本
真
裕
代
表
と
山
本
一
枝
専

務
は
「
企
業
の
連
携
で
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
育
て
、

ま
た
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
道
内
で
も

希
望
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
レ
ー

ル
を
敷
け
た
ら
」
と
話
し
ま
す
。

■機会創出文化芸術

自由に楽しむ「んぐまーま」には毎回たくさんの親子が訪れる

乳幼児親子と接する機会の少な
い学生たちには貴重な学びの場

子
育
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携

つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
る
場

学
生
が
親
子
と
ふ
れ
あ
い

み
ん
な
で
一
緒
に
育
ち
合
う

　
学
園
設
置
校
で
あ
る
札
幌
大
谷
大

学
短
期
大
学
部
は
、
地
域
の
声
を
教

育
と
研
究
に
活
か
す
目
的
で
、
平
成

17
年
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ん

ぐ
ま
ー
ま
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

取
組
の
一
環
と
し
て
、
校
舎
内
に
つ

ど
い
の
広
場
を
開
設
。
毎
週
木
曜
日

の
10
時
か
ら
15
時
ま
で
、
地
域
の
親

子
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
「
ん
ぐ
ま
ー
ま
」
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

協
働
運
営
。
同
短
大
卒
業
生
が
代
表

を
務
め
、
20
年
以
上
活
動
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
応
援
「
か
ざ
ぐ

る
ま
」
の
メ
ン
バ
ー
が
専
門
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
常
勤
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
主
に
０
〜
３
歳
児
と
そ
の
親
が

気
軽
に
集
い
、
基
本
的
に
ノ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
自
由
に
過
ご
す
な
か
で
、

親
が
子
育
て
仲
間
を
見
つ
け
た
り
、

育
児
相
談
な
ど
が
で
き
る
場
を
提
供
。

保
育
科
２
年
生
の
家
族
援
助
論
の
実

習
の
場
で
も
あ
り
、
毎
回
５
人
ほ
ど

の
学
生
が
交
替
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
長
で
保
育
科
教
授
の
大

西
道
子
さ
ん
は
「
学
生
が
子
育
て
し

て
い
る
親
た
ち
と
接
し
た
り
、
か
ざ

ぐ
る
ま
ス
タ
ッ
フ
の
様
子
を
観
察
す

る
こ
と
で
、
『
子
育
て
支
援
と
は
何

か
』
を
実
体
験
し
、
保
育
界
に
入
っ

て
い
く
の
は
意
義
の
あ
る
こ
と
」
と

語
り
ま
す
。
ま
た
、
親
た
ち
に
は

「
自
分
も
学
生
の
育
成
に
貢
献
し
て

い
る
」
と
い
う
生
き
生
き
し
た
感
じ

が
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
〝
友
だ
ち
を
見
つ
け
よ
う
・
み
ん

な
で
大
き
く
な
ろ
う
〞
と
い
う
「
ん

ぐ
ま
ー
ま
」
の
志
は
地
域
に
広
が
り

を
み
せ
、
親
子
、
学
生
、
ス
タ
ッ
フ
、

教
員
が
と
も
に
学
び
合
い
、
育
ち
合

う
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
科
を
も
つ
短
期
大
学
部
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

親
子
の
つ
ど
い
の
広
場
を
地
域
開
放

大学、NPO、地域
連携による
相乗効果

学校法人 札幌大谷学園 

東区北16東９
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相
互
に
連
携
す
る

子
育
て
広
場

環
境
活
動

コ
ン
ク
ー
ル
開
催

大同舗道株式会社
中央区北２東17
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「
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リ
ー
ン
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ク
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ョ
ン
」
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い
、
本
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営
業
所
に
お
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環
境
活
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を

継
続
的
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実
施
。
内
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植
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清
掃
、
子
ど
も
向
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環
境
教
育
、

工
事
現
場
周
辺
地
域
の
環
境
マ
ッ

プ
作
成
な
ど
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で
す
。
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現
場
事
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所
で
は
ペ
レ
ッ
ト
ス
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ブ
を
利
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る
ほ
か
、
消
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電
力
の
一
部
を
対
象
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
北
海
道
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
か

ら
グ
リ
ー
ン
電
力
証
書
を
購
入
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
作

ら
れ
た
グ
リ
ー
ン
電
力
を
活
用
し

（
平
成
21
年
度
実
績
：
９
千
ｋ
Ｗ

ｈ
）
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
同
社
の
〝
環
境
キ
ー
マ
ン
〞
で

あ
る
高
橋
秀
夫
品
質
環
境
室
室
長

が
考
え
る
の
は
、
「
先
駆
的
で
、

道
内
経
済
が
潤
う
よ
う
な
取
組
」
。

自
ら
環
境
市
民
団
体
に
所
属
し
、

そ
の
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
つ

な
が
り
が
取
組
の
ア
イ
デ
ア
ソ
ー

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■社員参加　■機会創出環境保全
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豊平区月寒西
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海
道
洞
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の
開
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を
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に
、
「
企
業
と
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て
で
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る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
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た
と
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ろ
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ら
プ
ロ
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ェ
ク
ト
が
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タ
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ト
。
平
成
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年
「
北
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道
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イ
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ラ
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ド
デ
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イ
ン
コ
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ク
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ル
」

北海道の恵みを感じる新しい製品デ
ザインを募集。36作品が寄せられた

山本真裕代表（右）と山本一枝専務。
産学官連携活動にも取り組んでいる
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地域産業活性化にデザインの力を活かす
企業が連携・協力しコンクールを開催

事
務
局
を
設
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し
ま
し
た
。
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は
、
同
社
の
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び
か
け
に
賛

同
し
た
市
内
の
デ
ザ
イ
ン
や
Ｉ
T

関
連
、
製
作
、
販
売
の
９
社
で
す
。

　
北
海
道
の
若
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

道
内
定
着
、
良
質
な
デ
ザ
イ
ン
製

品
の
創
出
と
販
売
体
制
の
構
築
を

目
指
し
、
翌
年
第
１
回
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
。
「
森
と
暮
ら

す
」
を
テ
ー
マ
に
製
品
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
し
、
優
秀
賞
選
出
作
品
の

製
品
化
を
実
現
し
ま
し
た
。
　

　
山
本
真
裕
代
表
と
山
本
一
枝
専

務
は
「
企
業
の
連
携
で
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
育
て
、

ま
た
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
道
内
で
も

希
望
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
レ
ー

ル
を
敷
け
た
ら
」
と
話
し
ま
す
。

■機会創出文化芸術

自由に楽しむ「んぐまーま」には毎回たくさんの親子が訪れる

乳幼児親子と接する機会の少な
い学生たちには貴重な学びの場

子
育
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Ｎ
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Ｏ
と
連
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つ
な
が
り
の
輪
を
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げ
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場
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親
子
と
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い

み
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で
一
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に
育
ち
合
う
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園
設
置
校
で
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る
札
幌
大
谷
大

学
短
期
大
学
部
は
、
地
域
の
声
を
教

育
と
研
究
に
活
か
す
目
的
で
、
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成

17
年
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ん

ぐ
ま
ー
ま
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

取
組
の
一
環
と
し
て
、
校
舎
内
に
つ

ど
い
の
広
場
を
開
設
。
毎
週
木
曜
日

の
10
時
か
ら
15
時
ま
で
、
地
域
の
親

子
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
「
ん
ぐ
ま
ー
ま
」
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

協
働
運
営
。
同
短
大
卒
業
生
が
代
表

を
務
め
、
20
年
以
上
活
動
し
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
応
援
「
か
ざ
ぐ

る
ま
」
の
メ
ン
バ
ー
が
専
門
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
常
勤
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
主
に
０
〜
３
歳
児
と
そ
の
親
が

気
軽
に
集
い
、
基
本
的
に
ノ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
自
由
に
過
ご
す
な
か
で
、

親
が
子
育
て
仲
間
を
見
つ
け
た
り
、

育
児
相
談
な
ど
が
で
き
る
場
を
提
供
。

保
育
科
２
年
生
の
家
族
援
助
論
の
実

習
の
場
で
も
あ
り
、
毎
回
５
人
ほ
ど

の
学
生
が
交
替
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
長
で
保
育
科
教
授
の
大

西
道
子
さ
ん
は
「
学
生
が
子
育
て
し

て
い
る
親
た
ち
と
接
し
た
り
、
か
ざ

ぐ
る
ま
ス
タ
ッ
フ
の
様
子
を
観
察
す

る
こ
と
で
、
『
子
育
て
支
援
と
は
何

か
』
を
実
体
験
し
、
保
育
界
に
入
っ

て
い
く
の
は
意
義
の
あ
る
こ
と
」
と

語
り
ま
す
。
ま
た
、
親
た
ち
に
は

「
自
分
も
学
生
の
育
成
に
貢
献
し
て

い
る
」
と
い
う
生
き
生
き
し
た
感
じ

が
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
〝
友
だ
ち
を
見
つ
け
よ
う
・
み
ん

な
で
大
き
く
な
ろ
う
〞
と
い
う
「
ん

ぐ
ま
ー
ま
」
の
志
は
地
域
に
広
が
り

を
み
せ
、
親
子
、
学
生
、
ス
タ
ッ
フ
、

教
員
が
と
も
に
学
び
合
い
、
育
ち
合

う
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
育
科
を
も
つ
短
期
大
学
部
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

親
子
の
つ
ど
い
の
広
場
を
地
域
開
放

大学、NPO、地域
連携による
相乗効果
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相
互
に
連
携
す
る

売
上
金
寄
付

清

　
　
掃

土
地
提
供

有限会社 丸八庄田商会
西区発寒

 

札
幌
発
寒
工
業
団
地
で
自
動
車
の

整
備
・
販
売
を
行
う
丸
八
庄
田
商

会
は
、
毎
週
月
曜
日
の
業
務
開
始

前
に
、
幹
線
道
路
か
ら
社
屋
へ
と

つ
な
が
る
市
道
や
新
川
堤
防
沿
い

の
緑
地
で
全
社
員
参
加
に
よ
る
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

毎週月曜日の朝、社員全員がごみ袋
を持って、ごみ拾いに精を出す

工業団地協同組合で同社の活動が
話題になり、団地全体の取組に発展

自動車整備・販売

社員の社会人としての意識向上にも効果
後に工業団地の全体の取組に発展

15
年
か
ら
開
始
し
た
こ
の
取
組
は
、

仕
事
が
ら
車
に
乗
る
機
会
が
多
い

同
社
の
中
本
圭
洋
取
締
役
会
長
が
、

車
中
か
ら
、
道
路
脇
に
散
乱
す
る

ご
み
の
多
さ
を
感
じ
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　
中
本
会
長
は
活
動
が
長
続
き
し

て
い
る
理
由
に
つ
い
て
「
習
慣
化

し
た
の
が
良
か
っ
た
」
と
述
べ
、

「
結
果
的
に
社
員
の
社
会
人
と
し

て
の
意
識
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
」
と
思
わ
ぬ
効
果
が
あ
っ
た

こ
と
に
も
言
及
。
同
社
の
活
動
は

35
社
が
加
盟
す
る
工
業
団
地
協
同

組
合
に
も
波
及
し
、
平
成
22
年
秋

か
ら
は
年
２
回
ほ
ど
工
業
団
地
内

で
全
社
一
斉
に
清
掃
活
動
を
行
う

と
い
う
動
き
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

■社員参加環境保全

医療法人 社団 信洋会
石山病院
南区石山

　
札
幌
市
立
石
山
南
小
学
校
に
隣

接
す
る
石
山
病
院
で
は
、
「
子
ど

も
た
ち
の
学
習
の
場
と
し
て
畑
を

借
り
た
い
」
と
い
う
学
校
側
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
敷
地
内
の
土
地

を
無
償
で
提
供
。
同
小
学
校
で
は

こ
の
畑
を
「
学
校
農
園
」
と
し
て

貸与された土地では、学年で区画を
割り当て、ジャガイモなどを栽培

広い畑で育てた「自分の野菜」を収
穫する石山南小学校の児童たち

病院

作物栽培の場として小学校に土地を提供
畑から生まれたつながりと温かい交流

整
備
・
管
理
し
、
児
童
が
様
々
な

作
物
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
子
ど
も

た
ち
に
食
べ
物
の
あ
り
が
た
み
や

農
家
の
人
の
苦
労
を
知
っ
て
も
ら

え
た
ら
と
思
っ
て
い
る
」
と
吉
村

淑
子
事
務
局
長
。
ま
た
、
小
学
校

の
岡
田
悌
二
教
頭
は
「
い
い
体
験

が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
心
も
込

め
て
貸
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
児
童
が
収
穫
し
た
野
菜
を
持
っ

て
き
た
り
、
授
業
の
一
環
で
病
院

見
学
に
訪
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。
学
校
の
取
組
の
た
め
、
畑

の
こ
と
は
「
先
生
た
ち
に
お
ま
か

せ
」
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
ま
す
。

■物品提供教育

団体の活動には同社社員が参加することもしばしば。地域との一体感が高まるそう

北海道限定発売のジョージアの
売上げの一部を財団に寄付

ど
さ
ん
こ
企
業
と
し
て

水
資
源
を
守
る
活
動
を

平
成
22
年
は
７
団
体
支
援

活
動
に
は
社
員
も
参
加

「
清
涼
飲
料
水
を
販
売
し
て
い
る
当

社
は
水
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
ど

さ
ん
こ
企
業
と
し
て
、
北
海
道
の
水

資
源
を
守
り
、
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
き
た
い
」
。
そ
ん
な
思
い
か
ら

北
海
道
、
財
団
法
人
北
海
道
環
境
財

団
と
３
者
協
働
で
「
北
海
道
ｅ

－

水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
る

の
が
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
で
す
。

　
平
成
19
年
か
ら
、
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア 

サ
ン
ト
ス
プ
レ
ミ
ア
ム 

北
海
道
限
定

デ
ザ
イ
ン
缶
」
の
売
上
げ
金
の
一
部

を
同
財
団
法
人
に
寄
付
し
て
い
る
ほ

か
、
公
募
の
う
え
選
出
し
た
道
内
各

地
の
水
に
関
係
す
る
環
境
保
全
団
体

に
対
し
て
助
成
、
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
支
援
先
に
つ
い
て
は
、
１
年
毎
に

募
集
し
、
選
考
会
を
経
て
、
水
辺
の

環
境
を
守
る
活
動
を
し
て
い
る
団
体

を
道
内
各
地
か
ら
広
く
選
出
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
22
年
の
支
援
団
体
は
、
「
ざ

り
が
に
探
偵
団
（
旭
川
市
）
」
「
美

幌
町
郷
土
史
研
究
会
（
美
幌
町
）
」

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ら
っ
と
南
幌
（
南

幌
町
）
」
な
ど
全
道
各
地
の
７
団
体
。

水
辺
の
観
察
会
か
ら
河
川
敷
清
掃
ま

で
活
動
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
毎

年
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
い
て
活
動
結
果

を
発
表
す
る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
に
は
同
社
社
員
が
参
加

す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
社
員
も
積

極
的
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
室
は
「
活
動
を
通
し
て
、

社
員
の
地
域
愛
が
深
ま
る
と
と
も
に
、

地
域
へ
の
密
着
度
も
高
ま
っ
て
い

る
」
と
語
り
ま
す
。

北
海
道
、
北
海
道
環
境
財
団
と

水
辺
の
環
境
保
全
団
体
を
支
援

「
北
海
道ｅ

－

水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

三者協働により
活動の

規模を大きく

北海道コカ・コーラ
ボトリング株式会社
清田区清田

清涼飲料水販売

■その他環境保全

成功の秘訣
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